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クラウドビジネスのこの１２年、
これからの１２年。
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ニッポンクラウドWG サムライクラウドサポーター

NTTコミュニケーションズ株式会社

林雅之
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⾃⼰紹介
▶ NTTコミュニケーションズ株式会社

エバンジェリスト（IOWN、クラウド、Web3、AI等）
イノベーションセンター IOWN推進室、技術戦略部⾨（兼務）
北海道次世代産業振興・まちづくりPT（兼務）

▶ 国際⼤学GLOCOM 客員研究員
▶ ニッポンクラウドWG サムライクラウドサポーター
▶ 埼⽟⼯業⼤学 ⼯学部 情報システム学科 ⾮常勤講師
▶ ITmediaオルタナブログ 『ビジネス2.0』の視点（毎⽇6,000⽇超／16年）
▶ NewsPicks トッピックスオーナー デジタル政策と未来社会
▶ Voicy 『ビジネス3.0』の視点 パーソナリティ
▶ ツイッター @masayukihayashi /  @cloud_1topi
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クラウドの変遷（この１２年＋α）
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ハイプ・サイクル 2009年（クラウド）

出所︓ガートナー・ジャパン 2009.9

「過度な期待」のピーク期
ü ITproが「2009年に注⽬したいマネジメン

ト/情報システム分野のITキーワード 」で
クラウドが１位（2位に2倍近い⼤差）

ü 政府が「霞が関クラウド」構築の⽅針
ü クラウド関連の書籍が相づいて発刊

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約1,300Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期 啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

２００９年
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クラウド関連の書籍が相次いで発刊（２００９年）

クラウド
コンピューティング
の幻想
エリック・松永 2009.3

クラウド化する世界
ニコラス・G・カー Nicholas Carr 
2008.10

クラウドの衝撃
IT史上最⼤の創造的破壊が始まった
野村総合研究所 城⽥ 真琴 2009.2

「クラウド・ビジネス」⼊⾨
-世界を変える情報⾰命 林 雅之 2009.2

クラウド
グーグルの次世代戦略で読み解く

2015年のIT産業地図
⼩池 良次 2009.2
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ITmedia クラウド著者座談会 (2009/5/20）

「クラウド本」でこれを伝えたかった︕︓著者座談会（1/7 ページ） - ITmedia エンタープライズ

ü これから、クラウドは中⻑期的な重要なキーワードになると確信
ü クラウドはいろんな視点がある（対象／ビジネス／技術／世界観等）

参加したのは、『「クラウド・ビジネス」⼊⾨』著者の林雅之さん、『クラウドコン
ピューティングの幻想』著者のエリック松永さん、そして『Amazon EC2/S3 クラウ
ド⼊⾨』を所属する学びingのメンバーと共著した横⽥真俊さんの3⼈だ。

https://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/0905/20/news006.html
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ハイプ・サイクル 2010年（クラウド）

出所︓ガートナー・ジャパン 2010.10

「過度な期待」のピーク期
ü 主要ベンダが相次いでクラウドへと
戦略転換を⽰した年

ü プライベート・クラウドは、
「黎明期」

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約1,500Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１０年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

プライベート
クラウド
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2010年は各社がクラウド戦略発表（クラウド元年の動き）

■「クラウドの最強集団を作る」――⽇本IBM、社⻑直轄の専⾨組織を設⽴ ／ ITmediaエンタープライズ 2010
年1⽉14⽇
■「3年後に売上⾼1000億円を⽬指す」、NTTデータがクラウド戦略を発表 ／ ITpro 2010年1⽉22⽇
■ニフティがクラウドサービス参⼊、本⽇開始︕ サーバ準備5分、国内だから低レイテンシ、SaaSの提供も
2010年1⽉27⽇
■さくらインターネットもクラウド参⼊を表明。Amazon EC2に対抗 ／ Publickey 2010年5⽉18⽇
■⽇⽴、2015年にクラウド売上⾼5000億円へ--社会インフラ基盤⽬指す ／ CNET Japan 2010年5⽉27⽇
■“クラウドに全⼒投球” マイクロソフトの2011年度経営⽅針 ／ ITmediaエンタープライズ 2010年7⽉6⽇
■富⼠通、クラウド関連で10年度に1000億円投資 ／ ロイター 2010年7⽉9⽇
■セールスフォース・ドットコムが東京データセンター開設を発表、NTTコミュニケーションズと契約。
Cloudforce 2010 Japan ／ Publickey 2010年10⽉5⽇
■NECのITサービス事業戦略、成⻑のカギは「クラウド」と「グローバル」 ／ CNET Japan 2010年10⽉13⽇
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ハイプ・サイクル 2011年（クラウド）

出所︓ガートナー・ジャパン 2011.10

「過度な期待」のピーク期
ü プライベートクラウドもピーク期に、

クラウドはピーク超え
ü AWS 東京リージョンが開設(2011.3.2）
ü 震災後に変化したクラウドへの評価
ü NTT Comのクラウドサービス部

発⾜(2011.8.1）

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約1,800Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１１年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

プライベート
クラウド
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ニッポンクラウドワーキンググループ設⽴発表会報告

https://ncwg.jp/report/opening20111017 

2011年10⽉17⽇

https://ncwg.jp/report/opening20111017
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ニッポンクラウドワーキンググループ設⽴総会に参加して

https://blogs.itmedia.co.jp/business20/2011/10/post-c4a1.html 

2011年10⽉17⽇

https://blogs.itmedia.co.jp/business20/2011/10/post-c4a1.html
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ハイプ・サイクル 2012年（クラウド）

出所︓ガートナー・ジャパン 2012.10

「幻滅期」へ
ü コミュニティの存在感（JAWS等）
ü エバンジェリストの存在感
ü エコシステム間競争加速
ü サーバデータの全消失事件発⽣
（2012.6)

ü 『オープンクラウド⼊⾨』発刊 2012.10

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約1,900Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１２年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

プライベート
クラウド

BYOD
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オープンクラウドを構成するクラウド基盤ソフトウェア

IaaSレイヤとは独⽴して機能
し、JavaやRuby、Pysonなど
複数の開発⾔語に対応し、
オープン標準に準じた開発フ
レームワークをサポート

サーバ、ネットワーク、スト
レージなどを総合的に管理し、
ユーザの要求に応じてオンデマ
ンドで指定されたスペックの仮
想サーバやストレージを提供

ネットワークの構成や機能の
設定をソフトウェアによって
プログラマブルに⾏える仕組
みのSDN（Software Defined 
Network）を実現

データセンターとサーバデザ
インの公開など、⾼効率デー
タセンター構築の推進

Open PaaS

Open IaaS

Open NW

オープンソースの
PaaS基盤ソフトウェア

オープンソースの
IaaS基盤ソフトウェア

SDN
(Software Defined Networking)

Open DC

カテゴリ 主なソフトウェア／プロジェクト 概要
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IaaS事業者におけるクラウドエコシステム相関図例

独⾃クラウドエコシステム

AWS(Amazon Web Services)

●業界をリードするサービスの実績と機能
●全国各地に広がるAWSユーザ会

●１００社を超えるパートナー
・野村総研、⽇⽴製作所、CTC、NTTデータ等
・サーバーワークス、アイレット 等

マイクロソフト（Azure）
●IaaS事業へも本格参⼊
●既存のWindows ServerやOffice等のユーザ

●既存の巨⼤なパートナーエコシステム

オープンクラウドエコシステム

CloudStack、OpenStackなどを採⽤
（国内）
NTTコミュニケーションズ、IDCフロンティア、
KDDI、SCSK、インテック、ユニアデックス等
（海外）
IBM、Dell、HP、Red Hat、RackSpace、
KT,China Telecom、BT等のキャリア

●事業者によるクラウドロックインの回避
●オープンなAPI（＋AWS互換）

●事業者横断のオープンなエコシステム

国内独⾃展開

NIFTYクラウド、さくらのクラウド、
Biglobe等

VS.

出所︓⽇経コンピューター2013年5⽉30⽇号
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NCWG年間活動報告及び設⽴⼀周年記念講演「クラウド温故知新」

https://ncwg.jp/info/ncwg_first_anniversary 

2012年11⽉1⽇

https://ncwg.jp/info/ncwg_first_anniversary


© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 16

ハイプ・サイクル 2013年（クラウド）

出所︓ガートナー・ジャパン 2013.9

さらに、「幻滅期」へ
ü ビッグデータがピーク期
ü MS AzureがPaaSからIaaSへシフト
ü Googleが「Google Compute Engine」が

⼀般提供開始
ü DevOpsとクラウドの関係

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約2,500Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１３年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

ビッグデータ
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出典︓ニッポンクラウドWG FBから



© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 18

ハイプ・サイクル 2014年（クラウド）
「幻滅期」の底辺へ
ü 「クラウド・ファースト」認知
ü 基幹システムのクラウド化
ü クラウド事業へのシフトと先⾏投資
ü ハイパースケールクラウド事業者と

の事業格差拡⼤（淘汰の動きも）
ü SoftLayer（⽇本IBM）の⽇本進出

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約2,800Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１４年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

モノのインターネット

出所︓ガートナー・ジャパン 2014.8
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クラウドファースト時代の新常識（2014）⽇経xTECH

クラウドファーストで環境激変、企業が選ぶ「ハイブリッドクラウド」の今 | ⽇経クロステック（xTECH） (nikkei.com)

https://xtech.nikkei.com/it/atcl/column/14/111900104/111900001/
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ニッポンクラウドワーキンググループ3周年報告会
2014年11⽉14⽇

・特別講演 「顧客絶対主義から、顧客中⼼主義へ」
オフィス永井代表 永井 孝尚⽒

・「スマート・マシン時代におけるクラウド活⽤〜クラウドの向こう側（未来）〜」

出典︓ニッポンクラウドWG ホームページ/FB

https://ncwg.jp/info/%ef%bd%8e%ef%bd%83%ef%bd%97%ef%bd%87%e8%a8%ad%e7%ab%8b%e4%b8%89%e5%91%a8%e5%b9%b4%e8%a8%98%e5%bf%b5%e8%ac%9b%e6%bc%94%e4%bc%9a%e3%83%bb%e3%83%91%e3%83%bc%e3%83%86%e3%82%a3%e3%81%ae%e3%81%8a%e7%9f%a5


© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 21

ハイプ・サイクル 2015年（クラウド）

出所︓ガートナー・ジャパン 2015.10

ハイブリッドクラウド
「幻滅期」
ü クラウドネイティブへの関⼼
ü Dockerの利⽤始まる
ü AWS、Microsoft、IBM、Googleの

４強で世界シェア半分に

クラウドがこの年だけなくなる

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約4,500Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

ハイブリッドクラウド
２０１５年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

⾃律⾛⾏⾞

モノのインターネット
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AWS、Microsoft、IBM、Googleの４強のシェアが
クラウドインフラ市場の半分超

出所︓ Synergy Research Group 2015.7.24

AWS、Microsoft, IBM、 Googleの
４強のシェアは、

2013年第⼆四半期の41%、2014年
第⼆四半期の46%から、2015年の
第⼆四半期は54%まで拡⼤
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ZDNet ハイブリッドクラウド座談会 (2015/9/17）

ハイブリッドクラウド座談会--企業ITの⾏き先を徹底討論する - ZDNet Japan

メンバーは

⽇本IBMクラウドマイスターの紫関昭光⽒
ヴイエムウェアでハイブリッドクラウドの指揮を執る巨勢泰宏⽒
NTTコミュニケーションズのクラウドエバンジェリスト 林雅之⽒
⽇本オラクルでクラウド技術に関する製品戦略を統括する佐藤裕之⽒
⽇本マイクロソフトでモビリティとクラウド技術部の部⻑を務める各務茂雄⽒（当時）

の5⼈。

ü 各社のクラウドのサービス戦略やビジネス展開、訴求ポイント等の理解
ü このときは、決して、外資のクラウド勢には負けてない、という意識はもっていた

https://japan.zdnet.com/article/35070668/
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ニッポンクラウドワーキンググループ4周年報告会
2015年11⽉13⽇

出典︓ニッポンクラウドWG ホームページ/FB

「インバウンド2,000万⼈時代のマーケティング」
株式会社Ｊ＆Ｊ事業創造
執⾏役員 開発担当 JSTOプロジェクト⻑ 吉川 廣司 ⽒

https://ncwg.jp/info/%ef%bd%8e%ef%bd%83%ef%bd%97%ef%bd%87%e8%a8%ad%e7%ab%8b%e5%9b%9b%e5%91%a8%e5%b9%b4%e8%a8%98%e5%bf%b5%e8%ac%9b%e6%bc%94%e4%bc%9a%e3%83%bb%e3%83%91%e3%83%bc%e3%83%86%e3%82%a3%e3%81%ae%e3%81%8a%e7%9f%a5
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ハイプ・サイクル 2016年（クラウド）

出所︓ガートナー・ジャパン 2016.10

「幻滅期」の底辺を通過
ü ホステッドプライベートクラウド
ü ベアメタルクラウド
ü SoE/SoR、モード１／モード２
ü ハイブリッドクラウド
ü コンテナ、マイクロサービス
ü スマートマシン、AIがピークに 2015.10

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約6,800Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１６年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

スマートマシン
⼈⼯知能

モノのインターネット
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ニッポンクラウドワーキンググループ5周年報告会
第⼆部
「ドローン活⽤によるクラウドビジネスの可能性」

出典︓ニッポンクラウドWG ホームページ/FB

2016年11⽉17⽇

https://ncwg.jp/info/%ef%bd%8e%ef%bd%83%ef%bd%97%ef%bd%87%e8%a8%ad%e7%ab%8b%e4%ba%94%e5%91%a8%e5%b9%b4%e8%a8%98%e5%bf%b5%e8%ac%9b%e6%bc%94%e4%bc%9a%e3%83%bb%e3%83%91%e3%83%bc%e3%83%86%e3%82%a3%e3%81%ae%e3%81%8a%e7%9f%a5


© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 27

ハイプ・サイクル 2017年（クラウド）

出所︓ガートナー・ジャパン 2017.9

「幻滅期」の底辺を抜け出す
ü DX（デジタルトランスフォーメーション）
ü グーグル、アリババが急成⻑
ü リフト＆シフトの利⽤拡⼤
ü Kubernetesのデファクト化へ
ü サーバレスコンピューティング

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約8,000Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１７年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

ブロックチェーン
⼈⼯知能
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ニッポンクラウドワーキンググループ6周年報告会
2017年11⽉18⽇講演テーマ︓「⼈⼯知能AIの現状と今後の⽅向性」

国⽴情報学研究所 ⼭⽥ 誠⼆ 教授

出典︓ニッポンクラウドWG ホームページ/FB

https://ncwg.jp/info/%ef%bd%8e%ef%bd%83%ef%bd%97%ef%bd%87%e8%a8%ad%e7%ab%8b%e5%85%ad%e5%91%a8%e5%b9%b4-%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e5%a0%b1%e5%91%8a%e4%bc%9a%e5%8f%8a%e3%81%b3%e7%89%b9%e5%88%a5%e8%ac%9b%e6%bc%94%e4%bc%9a%e3%81%ae
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ハイプ・サイクル 2018年（クラウド）

「啓蒙活動期」へ
ü マルチクラウドのコモディティ化
ü クラウドの分散配備（エッジ、GPU、IoT等）
ü アジャイルアプリケーション
ü 政府「クラウド・バイ・デフォルト原則」
ü VMware Cloud on AWS等（各社対応）

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約11,000Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１８年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

IoTプラットフォーム
ブロックチェーン

⼈⼯知能

出所︓ガートナー・ジャパン 2018.10
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ニッポンクラウドワーキンググループ7周年報告会

講演テーマ︓ディスラプションの衝撃︓ビットとアトムが創るイノベーションの新世紀
⽴命館⼤学 三藤 利雄 教授

2018年11⽉18⽇

出典︓ニッポンクラウドWG ホームページ/FB

https://ncwg.jp/info/%ef%bd%8e%ef%bd%83%ef%bd%97%ef%bd%87%e8%a8%ad%e7%ab%8b%e4%b8%83%e5%91%a8%e5%b9%b4-%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e5%a0%b1%e5%91%8a%e4%bc%9a%e5%8f%8a%e3%81%b3%e7%89%b9%e5%88%a5%e8%ac%9b%e6%bc%94%e4%bc%9a%e3%81%ae
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ハイプ・サイクル 2019年（クラウド）

出所︓ガートナー・ジャパン 2019.10

さらに「啓蒙活動期」へ
ü ERPクラウドがオンプレ逆転へ
ü クラウド拡⼤でWANサービス市場拡⼤
ü マネージドクラウドサービス伸⻑
ü ＤＸ市場拡⼤によるクラウドニーズ⼤
ü 政府共通プラットフォーム第⼆期計画
ü 「クラウドの基本 第２版」発刊

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約12,000Gbps

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１９年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

IoTプラットフォーム

デジタル・ビジネス・
テクノロジ・プラットフォーム

エッジコンピューティング
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ニッポンクラウドワーキンググループ（2019/11/8）
＜第⼆部＞
特別講演会
「クラウドのこの１０年、これからの１０年」
サムライクラウドサポーター
国際⼤学GLOCOM 客員研究員
NTTコミュニケーションズ株式会社 クラウド・エバンジェリスト
林 雅之 ⽒

パネルディスカッション
テーマ ︓「クラウドのこれからの１０年」
モデレータ︓サムライクラウドサポーター 林 雅之 ⽒
パネリスト︓
ＧＭＯクラウド株式会社 増⽥ 義弘 ⽒
富⼠通クラウドテクノロジーズ株式会社 上野 貴也 ⽒
株式会社IDCフロンティア 伴 忠章 ⽒
さくらインターネット株式会社 横⽥ 真俊 ⽒
富⼠通株式会社 宮沢 健太 ⽒
ＮＣＷＧ 副会⻑ 野元 恒志

ＮＣＷＧ設⽴⼋周年 年度報告会・特別講演会開催報告 / ニッポンクラウドワーキンググループ (ncwg.jp)

ü 国内クラウド事業者が⼀同に集まり、悩み等を共有できて楽しかった
ü モデレーターの経験では、⼀番充実していた感じ

https://ncwg.jp/report/%EF%BD%8E%EF%BD%83%EF%BD%97%EF%BD%87%E8%A8%AD%E7%AB%8B%E5%85%AB%E5%91%A8%E5%B9%B4%E3%80%80%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%A0%B1%E5%91%8A%E4%BC%9A%E3%83%BB%E7%89%B9%E5%88%A5%E8%AC%9B%E6%BC%94%E4%BC%9A%E9%96%8B
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ニッポンクラウドワーキンググループ8周年報告会
2019年11⽉8⽇
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ハイプ・サイクル 2020年

クラウドが・・・

出所︓ガートナー・ジャパン 2020.9

ü 『ニュー・ノーマル』などの進展によって、
クラウドのギア・チェンジは加速

ü ゼロ・トラストネットワーク・アクセス
が過度な期待のピーク期に
（テレワークの利⽤拡⼤等により・・）

出所︓総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果 2020.5

固定系ブロードバンド契約者の総ダウンロードトラヒック

約19,000Gbps
(前年度57.4%増）

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０２０年︖

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

５G

ゼロ・トラストネットワーク・アクセス

IoTクラウドプラットフォーム
エッジコンピューティング

SASE CASB
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「クラウド」のハイプ・サイクル（まとめ）

過度な期待
のピーク期黎明期 幻滅期

２０１０年

啓蒙活動期 ⽣産性の安定期

２０１１年

２０１２年

２０１４年
２０１３年

２０１６年
２０１７年

２０１８年

２０１９年

10年後︖

２０２０年︖

２００９年
※ダウンロードトラフィック
約23Tbps（2021年）
約19Tbps（2020年）
約12Tbps（2019年）
約11Tbps（2018年）
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ニッポンクラウドワーキンググループ9周年報告会
2020年11⽉18⽇

参加者全員マスクフェイスシールド着⽤

出典︓ニッポンクラウドWG ホームページ/FB

「ドローンとセンサー技術、クラウドへの有⽤性」
サムライクラウドサポーター
次世代宇宙システム技術研究組合 代表理事 ⼭⼝ 耕司 ⽒

https://ncwg.jp/info/%ef%bd%8e%ef%bd%83%ef%bd%97%ef%bd%87%e8%a8%ad%e7%ab%8b%e4%b9%9d%e5%91%a8%e5%b9%b4-%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e5%a0%b1%e5%91%8a%e4%bc%9a%e3%83%bb%e7%89%b9%e5%88%a5%e8%ac%9b%e6%bc%94%e4%bc%9a%e3%81%ae%e3%81%8a
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2011年は、コロナの影響で

出典︓ニッポンクラウドWG ホームページ/FB

https://ncwg.jp/news/%e3%83%8b%e3%83%83%e3%83%9d%e3%83%b3%e3%82%af%e3%83%a9%e3%82%a6%e3%83%89%e3%83%af%e3%83%bc%e3%82%ad%e3%83%b3%e3%82%b0%e3%82%b0%e3%83%ab%e3%83%bc%e3%83%97%ef%bc%92%ef%bc%90%ef%bc%92%ef%bc%92%e5%b9%b4


© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 38

ＮＣＷＧ２０２２ 年度報告会
ＮＣＷＧ第１１期活動報告会及び第１２期の活動計画報告会 2022年12⽉1⽇

出典︓ニッポンクラウドWG ホームページ/FB

https://ncwg.jp/info/%ef%bd%8e%ef%bd%83%ef%bd%97%ef%bd%87%ef%bc%92%ef%bc%90%ef%bc%92%ef%bc%92-%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e5%a0%b1%e5%91%8a%e4%bc%9a-%e9%96%8b%e5%82%ac%e5%a0%b1%e5%91%8a
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クラウド、これからの１２年
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これからのクラウドの動き（この１，２年）

ü 脱炭素化を加速化させていくためには、企業だけではなく社会全体でのクラウドの活⽤が不可⽋

ü 地政学や為替リスクを考慮したクラウドサービスの選択が重要

ü クラウドを含めたIT投資を統合的にマネジメントし、ビジネス価値の最⼤化を図る重要性拡⼤

ü 電⼒料⾦の⾼騰などの背景で、2024 年以降はクラウドサービスの利⽤価格が⾼⽌まりする可能性

ü クラウドのコスト最適化や統合マネジメントを⽀援する、サービスやツールの採⽤も進む（FinOps）

ü ローコード／ノーコード開発が進み、クラウドの設計や開発のハードルがさがっていく

ü ⽣成AI関連のクラウドサービスが登場し、今後競争が加速化する
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社会経済や通信サービスの将来トレンド

出展︓総務省 情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術戦略委員会（第35回）2022.4

観 点 現 在 将来（2030年以降）

⼈類の活動空間 地表、主に都市部
あらゆる場所・地域、サイバー空間、地⽅分散、

上空・海洋・宇宙・⽉⾯
働き⽅改⾰（テレワーク、アバターロボット）

移動するプラットフォーム ⾃動⾞、鉄道、船舶、
航空機等

⾃動運転、ロボット、ドローン、空⾶ぶ⾞、HAPS、
無⼈建設機械、有⼈宇宙船、⽉⾯探査⾞等

安⼼・安全の実現 ー 災害に強い通信ネットワークの必要性
宇宙空間のサイバーセキュリティが問題化

安全保障分野 陸・海・空 宇宙・サイバー・電磁波領域の対応

発⽣する通信トラヒック 拡⼤傾向 センサやモノの増加に伴い爆発的に増加
リモートセンシングにより宇宙でもビッグデータ発⽣

求められる通信サービス ユーザーは主に
地上ネットワークを利⽤

利⽤シーンによっては宇宙ネットワークも
柔軟に使いこなしたいニーズが顕在化

通信のレイテンシ 通信の遅れ（ラグ）
問題が顕在化

センシティブな利⽤分野がより⼀層顕在化
（⾦融⾼速取引、遠隔の建機操作、ゲーム対戦）

ネットワークの伝送路 光ファイバ・電波・銅線 宇宙空間における光（レーザー）通信の普及

データセンターの発展 クラウド基盤は地上設置 宇宙空間にもクラウド基盤が設置
利⽤ニーズに応じて宇宙空間でデータをエッジAI処理
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2030年頃の未来の姿
AI、ロボットなどの情報通信技術の進化と普及により、省⼒化・⾃動化・遠隔化、サイバー空間での新たな⽣活・経済活動が可
能となることにより、様々な制約から解放され、全国どこにいてもそれぞれのライフスタイルやニーズ等にあった豊かな⽣活を
実現するなど、Society5.0の実現が期待

出典︓総務省「2030年頃を⾒据えた情報通信政策の在り⽅」委員会報告書 2023.6
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Beyond 5Gが実現する機能・利⽤シーン（イメージ）

出典︓総務省 令和5年版情報通信⽩書 2023.7
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（参考）Beyond 5Gとは
Beyond 5Gとは、5Gの「⾼速・⼤容量」「低遅延」「多数同時接続」といった
機能の⾼度化に加え、

「超低消費電⼒」「超安全・信頼性」「⾃律性」「拡張性」といった持続可能で
新たな価値の創造に資する機能を持つ5Gの次の世代の移動通信システム

Beyond 5G を、現⾏の移動通信システム（無線技術）の延⻑上だけで捉えるの
ではなく、有線・無線、光・電波、陸・海・空・宇宙等を包含し、データセン
ター、ICT デバイス、端末等も含めたネットワーク全体を統合的に捉えていくこ
とが必須

※6Gとの違い
6Gは次の通信規格を指すが、Beyond 5Gは5G以降のすべての通信規格を想定し、上記の統合的な観点も
（6Gは2030年ごろの導⼊だと想定されるが、今回総務省が想定する2030年代は、「7G」を含む可能性がある。）
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エッジコンピューティングの進展
AIやIoTなどの進展により、デジタルデータ量が加速度的に増⼤し、データをクラウドだけで処理する
だけでなく、現場に近いエリアでデータを処理するエッジコンピューティングの需要が⾼まっている

データを現場に近いエリアで処理
（オンプレエッジ）

AIの
進展

IoTの
進展

デジタルデータ流通量が
加速度的に増⼤

クラウドの普及

リアルタイム
処理

セキュリティ
リスク軽減

データ通信
の効率化

インダストリー領域
（製造業など）

モビリティ領域
（⾃動運転⾞など）

スマートシティ領域
（パブリックセーフティなど）

カスタマーエクスペリエンス
（VR/ARなど）

クラウドの先進性や柔軟性の恩恵を受けつつ、
エッジ側で低遅延でセキュア、かつ効率的にデータ処理をするクラウドとエッジの使い分け

ネットワークのトラフィック拡⼤エ
ン
ド
ツ
%
エ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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共創によるデジタル産業のプラットフォーム（イメージ）

デ
ジ
タ
ル
産
業
の
業
界
構
造

既
存
産
業
の
業
界
構
造

機能
（Value Chain）

業界新ビジネス・サービスの
提供の主体

共通プラットフォームの
提供主体

DXに必要な技術を
提供するパートナー

企業の変⾰を共に
推進するパートナー 伴⾛伴⾛ DX

A業界 B業界

⼤企業

中⼩企業

P/F P/F P/F

P/F

凡例

⼤企業
中⼩企業零細企業
新興ベンチャー

エコシステム形成を形成し、デジタル産業への持続可能なプラットフォームとレジエンシーの実現

出典︓経済産業省 DXレポート2.1（DXレポート2追補版） 2021.8.31

04

01 02

03
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クラウドの次のキーワード

「Distributed Cloud（分散クラウド）」
複数のクラウドサービス、オンプレミスシステム、エッジコンピューティングなどの物理的に分
散された環境においても、先進的なアプリケーションやサービスを⼀元的に提供するモデル

「Composable Platform（コンポーザブルプラットフォーム）」
従来のシステムから、要件や環境などの状況に応じて、コンポーネントに分割して組み換え、安
全かつ迅速、効率的なシステムを可能とするアーキテクチャー

「Hyper Automation Network」
モバイル/固定のネットワーク、ハイブリッドクラウド、エッジ基盤を組み合わせ、⾼度な⾃動化
（⾃律化）されたネットワーク

「Intent Dirven Network/Platform」
ビジネスの意図を把握し、分析、機械学習、および⾃動化を使⽤して、変化するビジネスニーズ
にネットワークを継続的に適合するアプローチ



© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 48

⽣成AI基盤（GPUクラウド）の進展と対応
経済対策における主なAI施策について（政府︓AI戦略会議）

ＡＩ戦略会議（第６回） - 総合科学技術・イノベーション会議 - 内閣府 (cao.go.jp)

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_senryaku/6kai/6kai.html
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テクノロジー企業（ビックテック等）、次の勢⼒図
マイクロソフト

⽣成AIの領域で検索領域の⽛城を崩す
エンタープライズ領域での競争優位性の確保
Microsoft Azureのさらなる進化

・Azure OpenAI Service / Bing AI
・Microsoft 365 Copilot
・Windows Copilot for Windows 11
・Copilot Stack等

Open AI

Google

検索技術やAIに⾼い技術を持っていたが、
MSに先を越されて巻き返しを急ぐ

・Bard
・Search Generative Experience
・Duet AI for Google Workspace
・Duet AI for AppSheet
・Duet AI for Google Cloud 等

DeepMind

AWS

MSとGooleと⽐べると⼤きく出遅れる
独⾃のLLMだけでなく、外部のモデルも含め
てAWS上で扱えるサービスでエコシステム
形成を狙う。

・Bedrock
・Amazon Q

アップル

・Einstein GPT
・SlackGPT
・Tableau GPT

Salesforce 静観

100億ドル出資 技術提供 ⼦会社化

技術活⽤

⽇本勢

・LINE（HyperCLOVA）
・ABEJA（ABEJA LLM Series ⽇本語LLM ）
・サイバーエージェント（国内最⼤級の⽇本語LLM）
・rinna（⽇本語LLM ）

・NEC（独⾃の⽣成AI開発）
・「富岳」で和製⽣成AI（東⼯⼤、富⼠通等）
・ソフトバンク、⽣成AI活⽤の新会社
・さくら（GPUクラウド等）
・NTT（独⾃の⽣成AI開発）

新規参⼊事業者は︖



© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 50

将来の量⼦ネットワークのイメージ

出展︓総務省 Beyond 5Gに向けた情報通信技術戦略の在り⽅ 2022.6.30
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光ディスアグリゲーテッドコンピューティング

出典︓⽇本電信電話株式会社を基に編集

CPU
+

メモリ

スト
レージ GPU

サーバ

メモリ CPU

メモリ CPU

メモリ スト
レージ

メモリ GPU

︓光処理 ︓電気処理 Operating System

インタ
フェース

（IF）

Ｌ
Ａ
Ｎ
↑
電
気
が
主

光IF

光IF

光IF

光IF

Ｌ
Ａ
Ｎ
↑
光

内部バス

CPUやメモリ同⼠を光で直結し動的に組み合わせる、
超低消費電⼒・超⾼速のコンピューティング基盤＝ディスアグリゲーテッドコンピューティング

・リソース構成がハード単位で固定
・ハードウェアの⼤部分は電気処理

・CPUやメモリ同⼠を光で直結し、動的に組み合わせ
・ユースケースに応じて柔軟にリソースを最適化

モックイメージ

従来のアーキテクチャ 光ディスアグリゲーテッド アーキテクチャ
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クルマとクラウド

出展︓R&D フォーラム 2023
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まとめ

クラウド、
これからの１２年
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ご清聴ありがとうございました。
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